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平成S年第3固定例会が、 9月3日か

ら9月30固までの28日悶の日程で防か

れました。

この定例会では、一般会計補正予算お

よび条例改正なと17件の市長提出議案を

審議し、すべて原案どおり可決 ・同意し

ました。

また、会議員で織成する決算審査特別

委員会を設置し、平成4年度一般会計お

よび特別会計など19件の決算議案につい

て審査を行い、すべて原案どおり認定し

ました。

さらに、窓見窪4件、請願1件、陳情

5件を審議したほか、各会派の代表質問

が7人の議員により行われました。

可
決
し
た
主
な
議
案

-
S・
g
・
《
予
算
関
係
Y
・-----

m
一
般
会
計
締
正
予
幻

道
路
・
街
路
お
よ
び
河
川
の
怠
儀

費
、
小
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

設
鐙
に
伴
う
経
費
、
全
国
都
市
緑
化

ち
ば
フ
ェ
ア
の
テ
ー
マ
飽
(
仮
称

・

花
の
美
術
館
)
を
羽
毛
海
浜
公
圏
内

に
設
湿
す
る
た
め
の
建
設
費
な
ど
、

合
わ
せ
て
七
十
八
億
四
千
三
百
八
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
二
千
九

百
八
十
二
億
七
千
五
百
四
十
三
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

M
H
成
金
口

尽
特
別
会
計
補
正
予
関
(
企
常
員
会
計
を
倉
む
)

老
人
保
健
医
療
窃
業
特
別
会
計
な

ど
四
諦
業
会
計
に
、
合
わ
せ
て
十
一

億
八
千
四
百
八
十
七
万
円
を
追
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計

(
十
八
会
計
)
の
予
算
総
額
は
、
一

千

八
百
二
十
七
億
三
千
七
十
二
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

箆
成
会
門
μ

-
2・
2
・《
祭
例
関
係

γ・・・・
2
・

F
平
湾
市
防
災
会
隊
長
例
の
一
一
部
改
正

防
災
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
、

防
災
会
議
委
員
の
定
鍛
を
溜
や
す
な

ど
の
改
正
を
し
ま
す
。

回
成
金
員

同
町
平
鷹
市
公
民
間
鰻
指
管
現
条
例
の

一
舗
法
正

花
田
公
民
館
を
、
花
見
川
区
花
園
三

丁
雪
へ
移
E
制
改
築
し
た
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
す
。

質
成
会
員

間
町
干
一
議
市
需
町
田
町
制
都
心
。
砂
地
区
南

側
開
発
地
区
計
画
の
区
縫
内
に
お
け
る

建
援
物
の
制
限
に
閲
す
る
条
例
の
全

部
改
正

幕
張
新
都
心
の
中
心
地
区
お
よ
び

住
宅
地
区
の
地
区
計
画
区
践
を
新
た

に
加
え
、
建
築
物
の
敷
地
・
構
造
岳

よ
び
用
途
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る

も
の
で
す
。

間同成
多
鍛

2
2
2《土
地
の
処
分
Y
E
-
-
-

主民}宜俊一
高
洲
三
T
自
の
市
有
地
を
、

住
宅
・
抑
制
市
整
備
公
団
に
百
億
三
百
一

万
円
余
で
売
却
し
ま
す
。

民
成
多
川
副

-
2・・
《
工
事
請
負
契
約
》
2
・・・

殴
滋
我
潟
終
処
分
川
端
康
閉
品
物
浦
容
化
工
思

蘇
我
滋
終
処
分
爆
の
笠
備
を
、
十

一
億
=
千
二
百
七
十
万
円
で
行
い
ま

す
。

M
H
低
金
門
以

同
町
仮
称
矢
作
ト
ン
ネ
ル
建
股
工
更
そ
の
一一)

中
央
区
矢
作
町
お
よ
び
亥
鼻
一
丁

目
地
内
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
、
十
億

二
千
七
百
四
十
二
万
円
余
で
行
い
ま

す。

関
成
全
員

-・・・・・・
《
人
事
案
件
Y
・..... 

助
役
に
、
割
問
蘇
市
街
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

質
成
多
数

この市録会だよりは再$径を使用しています。





。No.2 ちば市掻会だより

委員会審査がら

常
任
委
員
会

g

各
委
員
会
が
九
月
九
日
に
聞
か
れ
、

付
託
さ
れ
た
十
三
議
案
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た。

そ
の
ほ
か
、
務
随
一

件、

陳
情
五
件

を
審
査
し
、
採
択
送
付
一
件
、
不
同
情
択
一

件
、
継
続
審
査
四
件
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
餐
民
会

(所
管
H
総
務
局
、
企
画
調
笠
局
、

酎財

政
局
な
と
)

土
地
の
処
分
な
ど
、
付
託
諮
案
二
件

を
審
査
し
、
処
分
先
の
選
定
理
由
や
売

却
価
絡
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
.

民
笠
骨
組
宵
妥
員
会

(所
管
H
市
民
生
活
局
、
教
育
委
員
会
)

一
般
会
計
術
正
予
良
、
千
葉
市
防
災

会
議
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
、
付
託
議

案
四
件
、
陳
情
四
件
を
密
室
し、

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
教
育
推
進
事
業
費
の

中
の
機
絡
の
選
定
理
由
な
ど
に
つ
い
て

質
問
.か
あ
り
ま
し
た。

V
老
人
保
健
衛
祉
計
画
に
関
す
る
際
情

不
係
官
m

v平
一巣
市
立
北
部
図
鑑
館
改
築
に
つ
い

て
の
陳
情

深
沢
送
付

期
協
消
防
餐
員
会

{所
管
H
環
境
衛
生
局
、
淘
回開
局
、
消

防
局
、
水
道
局
)

一
鯨
我
愚
終
処
分
担
明
廃
棄
物
滅
容
化

工
事
請
負
契
約
な
ど
、
付
託

路
案
=
件
、
話
綴
一

件
、
陳
情
一
件
を

密
査
し
、
処

分
何回
の
鈴

地
利
用
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な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
・

経
翁
泡
銭
餐
員
会

{
所
管
町
経
済
制
同
政
局
、
建
怨
局
な
ど
)

平
静
融
市
務
m
m新
都
心
型
砂
地
区
再
開

発
他
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
全
邸
改
正

な
ど
‘
付
託時
誠
実
四
件
を
審
査
し
、
地

区
計
画
の
定
義
と
手
続
き
な
と
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
.

都
市
下
水
委
員
会

(
所
管
H
都
市
局
、
下
水
道
局
)

仮
称
矢
作
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
(そ

の
ニ
)
鵠
負
契
約
な
ど
、
付
託
認
案
四

件
を
審
査
し
、
ト
ン
ネ
ル
供
用
開
始
後

の
環
筑
間
組
な
ど
に
つ
い
て
鎚
簡
が
あ

り
ま
し
た
。特

別
委
員
会
・・

涜
禁
物
処
理
問
同
盟
対
策
絡
別
高
官
民
会

八
月
二
十
六
日
に
関
か
れ
‘
今
後
、

調
査
研
究
す
べ
き
窃
項
に
つ
い
て
惚
議

し
ま
し
た。

大
割
削
市
税
問
政
制
度
胸
盗
偶
刊
別
祭
民
会

九
周
二
日
に
聞
か
れ
、
固
に
対
す
る

大
都
市
財
政
の
実
態
に
即
応
す
る
財
源

の
鉱
充
に
つ
い
て
、
政
令
指
定
都
市
共

通
の
要
望
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
・

決
算
審
査
特
別
委
員
会
・

a

平
成
四
年
度
一
般
会
計
及
び
符
別
会

針
決
HH
級
案
を
密
置
す
る
た
め
、
九
月

八
日
に
、
会
税
負
で
偶
成
す
る
決
鍔
審

査
特
別
愛
用
H
4
2
{
一
一
分
科
会
)
を
殺
留

し、

九
日
間
に
わ
た
り
審
き
し
ま
し

た。

ま
た
、

決
鍔
議
案
や
市
政
に
関
す

る
総
指
箆
問
が
十
二
人
の
議
員
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

委

員

長

翻

霊

長

長

畑出
一分
狗
会
主
査

同
副
主
査

第
=
分
科
会
柔
道

同
剛
削
主
盗

米向 前 宍 田 高
鍔 f長沢会中橋

克 一 勝 善
彦夫之 登 人 蕉

な
お
、
九
月
三
十
日
の
本
会
議
で
、

市
長
に
対
す
る
十
項
目
の
指
摘
要
望
を

含
め
た
審
査
結
果
と
彼
要
に
つ
い
て
、

決
符
審
査
特
別
妥
員
会
委
員
長
報
告
が

行
わ
れ
、
探
決
の
結
集
、
各
会
計
決
"

を
忽
定
し
ま
し
た
.

指
摘
要
望
事
現

••••••••••••• -
市
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
務
径
約

な
納
税

P
R
や
口
座
市銀
替
の
推
進
な
ど

に
努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
徴
収
体

制
の
拡
充
強
化
を
図
り
、
収
納
率
の
向

上
を
期
さ
れ
た
い
。

-
区
役
所
に
つ
い
て
は
、
区
民
の
身
近

な
要
望
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
各

区
役
所
の
般
限
を
広
大
さ
れ
た
い
・

-
防
犯
街
灯
に
つ
い
て
は
、
電
気
料
金

を
全
額
市
費
負
担
と
す
る
な
ど
、
市
と

し
て
一
活
し
て
管
理
す
る
こ
と
に
つ
い

て
倹
討
さ
れ
た
い
。

-
大
気
・

水
質
・
地
下
水
な
と
に
お
け

る
汚
染
に
つ
い
て
は
、
健
康
へ
の
影
響

も
怨
念
さ
れ
る
の
で
、
種
々
の
有
効
な

方
策
を
論
じ
、
汚
染
翁
涜
の
改
善
に
努

め
ら
れ
た
い。

-
器部
階
錫
不
足
対
策
に
つ
い
て
は
、
就

労
環
涜
の
町
出
備
を
出
同
道
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
醤
怒
婦

の
服
用
聞
を
図
る
た
め
、
還
窓
学
院
伐
の
早

期
設
立
を
後
討
さ
れ
た
い
.

-
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
総
助
金
の

臨時
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

多
額
の
予

鍔
を
投
入
し
、
早
期
完
成
を
期
さ
れ
た

.
河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、
台
風
な
ど

の
降
雨
に
よ
る
水
蓄
を
防
止
す
る
た

め
、
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
叡
鐙

的
に
従
進

g
れ
た
い
・

-
市
内
信
住
宅
に
つ
い
て
は
、
創
怠
工
夫

を
凝
ら
し
、
よ
り
=
閣
の
辺
訟
声
紋
の

泊
加
と
適
正
記
還
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
空
自
家
の
質
的
充
実
な
ど
を
図

リ
、
そ
の
解
消
に
努
力
さ
れ
た
い
。

-
下
水
道
窃
策
に
つ
い
て
は
、
面
翠
m酬

を
よ
り
一

層
推
進
し
、
音
及
率
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
処
理
区
波
内
に

お
け
る
米
水
洗
化
家
庭
の
早
期
解
消
を

図
ら
れ
た
い
・

-
小
中
学
校
の
余
裕
教
室
に
つ
い
て

は
、
学
校
活
動
と
し
て
の
利
用
に
限
定

す
る
こ
と
な
く
、
地
川
崎
活
動
へ
の
関
曲
以

や
高
齢
還
な
ど
に
対
す
る
福
祉
施
策
な

ど
で
の
活
用
に
つ
い
て
も
穣
径
約
に
倹

討
さ
れ
た
い
。

総
.箔
・質:問

主 ・
な ?
賢 二
関 ・
1頁 ・
目

-
総
も
が
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
つ
い

て-z文
会
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て

.
平
和
行
政
に
つ
い
て

-
c
lに
つ
い
て

・
日
米
建
設
摩
擦
と
ゼ
ネ
コ
ン
汚
殺
事

件
の
二
つ
の
裸
点
か
ら
契
約
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て

-
千
葉
市
の
発
展
状
況
に
見
合
』
つ
地
区

針
窃
の
見
直
し
に
つ
い
て

-
川
鉄
の
合
辺
化
計
画
、
人
員
削
減
と

千
添
市
政
に
つ
い
て

-
宵問
齢
者
箔
祉
対
後
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
に
つ
い
て

-
放出面
白
動
亙
の
防
止
対
策
と
駐
車
問
欄

対
策
に
つ
い
て

・
地
岡
崎
悶
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
釜

盤
整
備
に
つ
い
て

.
七
ノ
レ
l
ル
堕
泡
に
伴
う
京
成
パ
ス

の
路
線
変
更
に
つ
い
て

r-ーーーー町田ーーーーーー四ーーー回目---ーーーー旬、

m同
日
ロ
ド
M]

本
会
開
帽
は
、
原
則
と
し
て
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
.

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
本
会
議
の
当

日
、
議
事
堂
棟

一
階
の
受
付
で
、
手
続

き
を
お
綴
い
し
ま
す
。

平
成
五
年
第
四
回
定
例
会
は
十
一
月

二
十
九
日
か
ら
問附
会
す
る
予
定
で
す
。

.若葉区一……10人

.緑区....・ H ・.4人

・美浜区・・…・…9人

.中央区一……11人
・花見JII区…・・…12.人
・稲毛区....・H ・.10人

、ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーノ

圏

圃

圃
周
回

八
月
五
臼
、
今
年
の
開法掃
な
天
候
を
象

徴
す
る
よ
う
な
号
リ
空
の
も
と
、
繁
三
十

九
回
千
葉
県
市
級
会
統
良
野
球
大
会
の
決

勝
戦
か
、
市
原
市
の
臨
海
野
涼
峨
で
行
わ

れ
ま
し
た
.

千
葉
市
援
会
チ
l
ム
{
郡
員
二
十
三
人
}

は
、
治
区
予
選
そ
し
て
準
決
勝
と
並
み
居

る
強
豪
チ
l
ム
?
を
打
ち
織
り、

決
勝
戦

で
県
内
患
強
チ
l
ム
の
茂
原
市
議
会
と
対

織
し
ま
し
た
.

試
合
は
、
を
す
が
野
田
岬
王
国

・
千
葉
と

捻
ら
せ
る
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
両
チ
ー
ム

に
続
出
し
、
好
プ
レ
ー
あ
り
、
珍
プ
レ
ー

も
あ
り
の
大
様
般
の
絡
銀
‘
我
が
チ
l
ム

は
普
段
空
し
く
惜
敗
し
ま
し
た
。

来
シ
ー
ズ
ン
こ
そ
使
紛
を

lmaチ
ー

ム
も
頑
猿
り
ま
す
・
お
が
ふ
る
さ
と
球

団
・
千
薮
ロ
ッ
テ
マ
リ
ン
ズ
も
、
ど
う
か

平
均
年
前
五
十
一
歳
の
議
員
チ
ー
ム
の
励

み
と
な
る
よ
う
‘

-金
字
国
出勝
を
目
録
し
蔵

張
っ
て
く
だ
さ
い
・

末
尾
忽
.
か
ら
、
お
路
開
闘
で
創
刊
号
に
つ

い
て
、
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
の
吾
一回一一災
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
.
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
.

「
ち
ば
市
総
会
だ
よ
り
』
発
行
委
員
会

連
総
先
帽
師
会
お
務
局
側
盗
腕

念

二
四
五
・
五
四
七
二

次
回
ち
「
ち
ば
市
街
会
だ
よ
り
尚
3
」で

は
、
第
四
固
定
例
会
の
係
予
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
・

皆
同怖
の
ご
高
層
見

・
ご
感
想
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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